
 

 

 

三田市産業創造戦略 後期戦略（案）に対する市民意見の 

募集結果と意見に対する市の考え方について 

 

「三田市産業創造戦略」の計画期間（10 年間 ）の後期に向けて、有識者によ

る懇話会等での意見を踏まえてまとめた「三田市産業創造戦略  後期戦略

（案）」について、市民意見募集（パブリックコメント）を実施しました。 

その結果と市民意見に対する市の考え方について報告します。 

 

 

１ 実施概要及び意見件数 

（1）募集期間  

令和６年８月２０日（火）から令和６年９月２０日（金）まで 

 

（ 2）閲覧方法 

① 市ホームページでの閲覧 

② 公共施設等での閲覧 

市役所（産業政策課）、まちづくり協働センター、各市民センター  

 

（ 3）提出方法 

意見書に住所、名前、電話番号を記入し、持参、郵送、ファクス、電

子メールのいずれかで提出 

 

（ 4）意見件数 

５件（３名） 

 

２ 意見の概要と市の考え方 

（1）後期戦略（案）を修正するもの・・・１件 

（2）後期戦略推進の参考とするもの・・・４件 

 

 

 

 



【（1）後期戦略（案 ）を修正するもの】 

 

№ 項目  頁  意見の概要  市の考え方  

１ 

 

 

 

 

 

 

「 第 ４章  産 業 振 興
戦略の柱と取組み」 
 
 重点施策 １  
 多様な人材の育成  
 
 
 
 
「 第 ５章  具 体 的 な
取組み」 
 
基本施策 １  
多様な人材の 
育成  

 

 

 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

１５ 

雇 用 について、  障 害 者 雇 用

は課題であり、計画への位置づ

けが必要ではないか。 

 

 

 

 

 

 

障 害 者雇用については、ハロ

ーワークとも連 携 しながら企 業

等への理解促進や、障害者への

フォローなどに取り組んでおり、

ご意 見を踏 まえて、以 下 の通 り

計画に文言を加筆し、引き続き

関係機関等と連携した取組みを

進めていきます。 

 

≪修正後≫ 

P13 ※下線を加筆  

基本施策１ 

多様な人材の育成  

三 田に集う多様な人材 、若者 、

女性 、シニア、外国人 、障害者等

が社会参画を果たしていけるよ

う関係機関と連携し、その育成

と活躍支援に取組みます。 

【取組の例示】 

●高 校 生 向 け職 場 体 験 、外 国

人、障害者の登用  

 

P15 ※下線を加筆  

基本施策１ 

★多様な人材の育成  

⑤多様な担い手の確保  

高校生向けの職業体験、外国人

や障害者の登用など 

 

 

 

 



【（２）後期戦略推進の参考とするもの】 

 

№ 項目  頁  意見の概要  市の考え方  

１ 

 
「 第 １章  産 業 創 造
戦 略 後 期 戦 略 の策
定について」  
 
2. 産 業 創 造 戦 略
の位置付け 

 

1 

農業も産業の一つだが、農業

についての記述がほとんどなく、

「農業基本計画」との関係につい

ても 1 箇所 (1 ページの位置付け

図 )しか記述がない。農業も含め

た広い視点でまとめるべきでは

ないか。 

また、三 田 市 では、後 継者不

足により、耕作放棄地が増えて

おり、農業を活性化し、農地を有

効活用する仕組みが必要。 

 

 

「三田市産業創造戦略 」は「第

５次三田市総合計画 」において、

主に「商工業の振興 」を実現する

ための分 野 別 計 画 となるもの

で、農業施策については、「第 ５

次 三 田 市 農 業 基 本 計 画 」の中

で、新規就農への支援による担

い手確保及び、農地中間管理事

業や三田市農地バンク事業等に

よる農地の有効活用について取

り組んでいくこととしています。 

 なお、本計画では、戦略の柱２

「ものづくり」  の基 本 施策にお

いて、「農工商連携の促進 」を掲

げ、三田の魅力ある農産物等を

活 かした商 品 開 発 をするなど、  

分野横断的な取り組みを進めて

いきます。 

 

２ 

 

「第 ４章  産業振興  
戦略の柱と取組み」  

 
2．戦略の柱  

 
 
 
 
「 第 ５章  具 体 的 な
取組み」  

 
基 本施策３  
企 業 誘 致 の推 進
と定着促進  

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

１４ 

総花的でどの取り組みに重点

を置こうとしているのかわからな

いが、地 方 ・地 域 の活 性 化 には

安定 した生活を営むことができ

るよう「十分な雇用」が必要。 

「ひとづくり」で人 材が育 っても

雇用確保には時間がかかり、育

った人材が転出してしまうことも

あり、優先すべきは「ものづくり」

だと思う。 

特 に 「企 業 誘 致 の推 進 と定

着 」には積極的に取 り組むべき

で、自然災害のリスクに対して比

本計画においては、戦略の柱

である１「ひとづくり」、２「ものづ

くり」、３「まちづくり」のそれぞれ

に、「多様な人材の育成 」、「産学

官及び企業間の連携 」、「インキ

ュベーション機能の整備と連携 」

を重 点 施 策 に位 置 付 けていま

す。 

ご意見の通 り「ものづくり」は

重要であり、「ものづくり」を発展

させるために、それを支える「優

れた人材 」も不 可欠 と考 えてお

り、両輪で取り組むことが必要で



較的安全と言われる三田市のア

ピールは有効。 

あると考えています。 

企 業誘致については、戦略の

柱 ２「ものづくり」の基 本施策 ３

「企 業誘致の推進と定着促進 」

を掲げ、比較的自然災害の少な

い立地の優位性もＰＲしながら、

積極的に企業誘致を進めていき

ます。 

 

３ 

「 第 ５章  具 体 的 な
取組み」  

 
基 本施策 １  
産 学 官 及 び企 業
間の連携  
 
③農 商 工連携の
促進  

 

 

17 

三田ゼリー・チョコレート・ドリ

ンクなどを作って三田をアピール

したらよいのではないか。 

本計画では、戦略の柱２「もの

づくり」  の基 本 施策において、

「農 工 商 連 携の促 進 」を掲 げて

おり、三田の魅力ある農産物等

を生かした商品開発をするなど

三田の魅力ある特産品を PR す

る取り組みを進めいきます。 

 

４ その他  - 

三 田 市 は都 市 機 能 が飛 びぬ

けて優れているわけでもなく、豊

かな自然があるといっても放置

された山林や農地が目につく状

況である。 

中途半端に両方を追い求める

より、都市機能の追求、または自

然環境の保全のどちらかに振り

切ったまちづくりを考えても良い

のではないか。 

 

本 計画の上位計画である「第

５次三田市総合計画 」において

は“多様な人財 ”“良質な住宅や

都市機能 ”“里山をはじめとした

自然 ”の３つの魅 力 の掛 け合わ

せで生まれる相乗効果をまちづ

くりに活かすことを基本目標とし

ており、都 市 と自然が共生する

魅 力 あるまちづくりを推 進 して

いきます。 

 

 


